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研究成果の概要（和文）：本研究では，地方政治に関する研究の活性化・学際的応用を目指して，研究者が利用可能な
地方議会会議録電子化コーパスを全国規模で構築しウェブ上で提供する．本研究の目的は以下の３点である．①地方政
治の研究者に向けた地方議会会議録コーパスを構築しポータルサイト等を通して提供する．②上記のコーパスを用いた
政治学，社会言語学，情報工学の各分野の研究を行う．③上記の研究成果を学際的に応用した政治情報システムの研究
開発を行う．我々は，この地方議会会議録コーパスを利用した政治学，社会情報学，情報工学の研究を行い，その成果
を学際的に応用した政治情報システムの開発を行った．

研究成果の概要（英文）：Our goal is to construct a corpus of Japanese local assembly minutes, and provide 
available databases for each research toward both a research activity and an interdisciplinary collaborati
on.We carried out our tasks, which divided into tree steps as follows:1. We provide our assembly corpora w
ith a lot of researchers through our web site (http://local-politics.jp). 2. We support researches, which 
include politics, social language and information engineering. 3. We construct a political information sys
tem, which enhances interdisciplinary collaboration.In this research, we achieved our goal, which supporte
d corpus-based researches such as politics, social language and information engineering.
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１．研究開始当初の背景 
 
 日本政府が平成 11 年から進めてきた「平
成の大合併」は，平成 17 年に施行された「合
併特例新法」も影響し，平成 11 年３月末の
時点で 3,232 存在した市町村の数が，平成 21
年 10 月時点で 1,772 に減少している(総務省
の発表)． 
 この平成の大合併は，地方政治に関する研
究に大きな影響を与えており，政治学では合
併前後の違いに関する研究が数多く行われ
ている．例えば，平野(2008)は平成の大合併
前後に行われた市長選挙についての分析を
しており，合併を行った市と行わなかった市
の違いを当選者の属性から比較している．ま
た，森脇(2008)は合併が地方議会や議員の活
動に対して与えた影響を856議員にアンケー
ト調査することで分析を行っている． 
 さらに，地方政治に関する研究は政治学以
外の分野でも行われており，経済学の分野で
は川浦(2009)による「小規模自治体の多選首
長は合併に消極的」という仮説を検証するた
めに，北海道の地方議員，首長の情報を人手
で調査している．また，我々も以前から，情
報工学の分野において，一人ひとりの住民の
興味や関心にマッチした政治情報を提供す
る住民本位型政治情報システムに関する研
究開発(木村ら 2009)を行っており，北海道の
64 市町村を対象とした地方議会会議録のデ
ータを収集，利用している． 
 こういった研究において，対象となるデー
タを独自に収集することは大きな負担であ
り，結果として小規模なデータに限定されて
しまうといった研究遂行上の障害となるこ
とが多い．また，人文科学や社会科学の分野
においてもコンピュータ上での処理が一般
的になっているが，各研究者間で重複するデ
ータの電子化作業などを個別に行っている
といった非効率な状況も招いている． 
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２．研究の目的 
 
 本研究では，地方政治に関する研究の活性
化・学際的応用を目指して，研究者が利用可
能な地方政治電子化コーパスを全国規模で

構築しウェブ上で提供する．また，そのコー
パスを利用した政治学，社会情報学，情報工
学の研究を行い，その成果を学際的に応用し
た政治情報システムの開発を行っている．本
研究の目的は以下の３点である． 
 ①地方政治の研究者に向けた電子化コー
パスを構築しポータルサイト等を通して提
供する． 
 ②上記のコーパスを用いた政治学，社会言
語学，情報工学の各分野の研究を行う． 
 ③上記の研究成果を学際的に応用した政
治情報システムの研究開発を行う． 
 
３．研究の方法 
 
 本研究では，地方政治を研究対象とする
様々な分野の研究者が利用できる大規模な
地方政治電子化コーパスの構築，および，そ
の提供方法としてのポータルサイトとウェ
ブ API の公開を行う．コーパスは，今までに
行ってきた北海道の地方議会会議録データ
の自動収集や加工の技術を活用し，全国の市
町村の議会会議録を対象とした大規模な構
築を行う． 
 次に，構築されたコーパスの学術的貢献の
一環として，コーパスを利用した，政治学，
社会言語学，情報工学における以下の研究を
行う．政治学では「有権者の関心と地方議会
会議内容との相違の分析」，社会言語学では
「発話スタイルの変遷と地域差の分析」，情
報工学では「地方議会会議録を対象とした情
報抽出」に関する研究を行う． 
 また，上記の研究で得られるであろう知見
は，我々がこれまでに行ってきた住民本位型
政治情報システムの研究開発においても役
立つことが期待され，最終年度までに，これ
らの知見を学際的に応用した研究成果とし
て全国の市町村を対象とした政治情報シス
テムの研究開発を行う． 
  
４．研究成果 
 
 本研究では，研究の目的①に書いた通り，
地方政治の研究者に向けた電子化コーパス
の構築を行った．現時点では，全国の自治体
のうち 422 市区町村の会議録を収集し，約
80GB のデータが存在する． 
  また，研究目的②の各分野の研究として
は，情報工学をはじめ，社会言語学，政治学
の各分野において研究成果をあげている．特
に，社会言語学の分野では，会議録に含まれ
る地域特有の表現を容易に見つけることが
可能となり，研究背景に記述した「会議録デ
ータを独自に収集する大きな負担」を支援す
ることができた． 
 さらに，最終年度は，研究目的③の学際的
応用研究に向けて，我々の構築した地方議会
会議録コーパスを研究者に利用してもらう
ことを試みた．地方議会会議録コーパスを利
用する研究では，社会言語学の観点から，地



方議会会議録に含まれるオノマトペに着目
した地域特有の言語表現の解析を行い，政治
学の観点から，被災地の地方議会と地方議員
ついての考察を行い，情報工学の観点から，
地方議会に含まれる政治課題の自動抽出及
び，地域政治情報コーパスへの賛否の積極性
に関する注釈付けを行った. 
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